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序
外国語の<教授法>に就いての論議となると､ことは面倒に成るかも知れない｡これ迄にも､外国語
の<学び方>に就いての識者による提集､経験談等は数多い｡また教員免許を得るのに取得すべき教科
に中に､それぞれの (教科教育法)というものが存在していることも承知している｡しかし､最近の新
聞雑誌等に於けるけたたましくも仰々しい宣伝の有り様は､外国語に弱いと言われる日本人に対するも
のとは言いながら､これ迄に無く激しいものである｡キャッチセールスなどで若者が引っかかるものに
も､外国語､特に英語の教材が上位に名を連ねている状態も､それこそ外国語が巧く<教授>されてい
るなら､そして更に､<学び方>も巧く伝授されているなら起こり難い現象と考えて良いだろう｡
今迄に説明されている日本人の外国語コンプレックスを巡る諸問題とは､日く､日本語の有り様が特
殊なもので､兄弟語が存在しないことだとか､植民地支配､または被支配の経験の有無乃至は多寡に遠
因を求め､話される外国語という観念が欠落しているとするもの､そして､最近の隆盛とは裏腹に､過
去に於いて (外国語としての日本語)を教授した経験の乏しさ故に教授法に対する意識の低さが災いし
ているとするもの､或いは､日本語では音節(Silbe)の種類が数少なく必然的に同音異義語が多く成り､
それを補う形で漢字に依る区別をしている為に､視覚的要素に頼ることと成り､音を聞いて聞き分ける
ことには不得手である等々､といったものであるだろうが､これらはいちいち尤もな点を含んではいる
にしても､日本人自身に対して外国語を教授する方法が､重大な問題として真剣に議論されて来なかっ
たことに対する弁解としては､充分説得的ではない｡教授者の単に個人的な魅力が､学ぶ者を惹き付け
ると言った有り様も､個々の分野では至る所に見受けられるにしても､また､仔細に見れば､独特の語
学の教授法を以て成功している例も無い訳ではないにしても､これらで問題が片付いているのならば､
時代的要請という点を考慮に入れたとしても､昨今のこれ程迄の外国語教材の反乱､盛況が起こる筈も
無いのである｡
最近ある新聞に､<一般大学に外国人学長､英語教育の改革に意欲>という一文が載った 1)｡この外
国人学長は､就任してやりたいことの第一に､｢役に立たない日本の英語教育の改革｣を挙げた由である｡
それは､｢暗号を解読するつもりで分かるまでテープで外国語を聴かせる｣ことだという｡これ迄の英語
1)平成七年七月十七日付朝日新聞の囲み記事､<がっこう､解休新書>｡
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教育が､役に立っていないと言い切るのも極端な言い様だ､と一応は言えるにしても､一方で､多くの
人を領かせる言葉でもある｡筆者もこれを読んで､今迄数年臥 自身が暗中模索の中で試みて来たドイ
ツ語教育の方法に外からの援軍を得た思いがした｡勿論､全く同じ様にしている訳ではないし(抑も具
体的にどの様にしているのか判らないのだから)､これを以て全てが解決していると考えているのでもな
い｡以下に､その実際を紹介して､更なる改良の為に批判を乞いたいと思う｡
1-1.
筆者の所属する大学では､ドイツ語の授業はご多分に漏れず､一学年で文法と読本に分けて､週それ
ぞれ一回(九十分)､計二回行われ､二学年は､選択ながら週二回､各先生が思い思いの方法で中級の読
み物を読んでいる｡
一学年(初級)では､週-臥 文法を一年間でABCから接続法まで､慣例に従って一通りの内容を終
える｡筆者は､簡明でありながら練習問題の多いものを選んで使っている｡毎回の内容を学生達がその
都度身に付けられる様に､次の回の授業の始まりに小テストを行い､作文を五間出題して､既習の文法
項目を使っての基本文の作成練習を行う｡出来るだけ必要項目の情報 (例えば､単語､名詞の性､動詞･前
置詞の支配格等々)は与えて､変化の基本さえ身に付けば良い様にしている｡とは言え､今行っている
こうした文法の授業に就いてはどうもしっくり行かないものを感じており､もっと何とか成らないもの
かと考えている｡しかし､その方法論､手段､内容をどの程度迄盛るのかといった問題､他の教官との調
整､大学全体での第二外国語の教育の仕方との関係調整等 の々問題が有って､苦慮している所である｡
今の所考えられるのは､過二回の授業を纏めて一人の教官が行う様にするか､今迄の様に二人の教師が
独自に殆ど何の連絡も無く授業するのとは異なり､授業日誌をその都度受け渡し､交換するなどして緊
密な連携を取りつつ行うことを条件に､次に示す読本の授業に使う様な教材を用い､それとの関連の中で､
同時にその中に､文法的知識の運用を訓練する場を設けて行く様にする､という様なものである｡
1-2.
読本に就いては､以下に説明する様に､出来るだけ視覚 ･聴覚に訴える教材を選び､聴き取る力を付
けることに力点を置いている｡資料として挙げた教材は､関口一郎氏の "HaloMtinchen"である｡先ず､
全部で十二課あるそれぞれの課を二回の授業で終える様予定を組む｡始めに一度､テキストに付属の､
テキストに沿った場面･情景を映したビデオを見せた後で､音声テープを､通して三回聞かせる｡次に､
教師が逐次音読するのに続いて､全員が後に続いて音読し､更に､本文を部分的に分け､役割を与えて
一人一人に音読させ､正しい発音の指導を行う｡本文の意味は教師が説明する場合もあるが､時に学生
を指名して意味を言わせる｡勿論､文法項目の説明をも若干行い､この後時間的余裕があれば､更に学
生に本文を音読させる｡この様に､第一回目はこの読みに充分時間を取る｡授業の終わりには､参考資
料のテスト(1)を配り､音声テープを三回繰り返す内に､( )内に各一語穴埋めさせる｡(以下( )は､
川畑篤弘/ある外国語教授法の試み-ドイツ語をドイツ語として-
充填すべき語句､または文である｡)
資料 1
Lektion1 GutenTag,hMtinchen (1)
Klaudia: GutenTagHchheiLleKlaudiaSchmidt.Ich(wolme)inBerlm.IchbinStudentin_Ich
(studiere)Soziologie.Ichbin 23Jahrealt.IchkommeausBremen.Ichharegerm
Mozartund(spiele)ofTennis.JetzthabeichSommerferien,undichbininMtinchen.
Ich(bleibe)bier3Wochen.
MtinchenundBier..AberichtrinkenichtsogermBier.IchtrinkelieberWein,undich
(esse)gernWtirste.
Kaufmann:Hano!GutenTag!
Klaudia: GutenTag,HerrKaufmann!Wiegehteslhnen?
Kaufmann:Danke,gut.Undwie(geht)esIhnen,FrauSchmidt?
Klaudia: Auchgut,danke!
Kaufmann:So,bitteschon!
maudia: Dankeど
Kaufmann:SindSiemtide?
Klaudia: Nein.
Mtinchen.BayernsHauptstadt.Wit(fahren)etwa45Minuten,damn(Sind)witschoninMinchen.
MinchenistsehrgroL3.Hierwohnen1,3MinionenMenschen.
Klaudia: VielenDank,HerrKaufmann.
Kaufmann:Bittesch6n.Damn,hismorgen!
Klaudia: Ja,bismorgen!AufWiedersehen!
Kaufmann:AufWiedersehen!
Portier:
Klaudia:
Portier:
Klaudia:
Portier:
Klaudia:
GutenTag!
GutenTag!Ich(heiBe)Schmidt,KlaudiaSchmidt.
FrauKlaudiaSchmidt..Ja.WohnenSicinBerlm?
Ja,ichwohneinBerlm.
Zimmer35,bitter
Danke!
KlaudiaistendlichinMinchen.SicisteinbiJ3chengespannt.Was(kommt)morgen?
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次にテスト(2)を配り､再び三回音声テープを流して穴埋めさせる｡
資料 2
LektionI GutenTag,inMtinchen (2)
maudia: (Guten)TagHchheiBeKlaudiaSchmidt.IchwohneinBerlm･IchbinStudentin･Ich
studiereSoziologie.Ichbin23Jahre(alt).IchkommeausBremen･IchhOregerm
MozartundspieleoftTennis･JetztbabeichSommerferien,undichbininMinchen･Ich
bleibehier3Wochen.MtinchenundBier…Aberichtrinkenich上so(germ)Bier.Ich
trinke(lieber)Wein,undichessegemWtirste.
Kaufmann:Halo!GutenTag!
Klaudia: GutenTag,HerrKaufmann!WiegehtesIhnen?
KaufTnann:Danke,gut.UndwiegehtesIhnen,FrauSchmidt?
Klaudia: Auchgut,danke!
Kaufmann:So,bitte(schdn)!
Klaudia: Danke!
Kaufmann:SindSie(mtide)?
Klaudia: Nein.
Mtinchen.BayernsHauptstadt.Wirfahrenetwa45Minuten,damnsindwitschoninMtinchen.
Mtinchenistsehr(groL3).Hierwohnen1,3MilionenMenschen.
Klaudia: (Vielen)Dank,HerrKaufmann.
Kaufmann:Bitteschbn.Damn,hismorgen!
Klaudia: Ja,hismorgen!AufWiedersehen!
Kaufmann:AufWiedersehen!
Portier:
Ⅹ1audia:
Portier:
Klaudia:
Portier:
Klaudia:
GutenTag!
GutenTag!IchheiJ3eSchmidt,KlaudiaSchmidt.
FrauKlaudiaSchmidt,..Ja.WohnenSieinBerlm?
Ja,ichwohneinBerlm.
Zimmer35,bitte!
Danke!
Klaudiaist(endhch)inMinchen.SieisteinbiBchengespannt.Waskommt(morgen)?
次の授業では､始め先ずビデオを見せ､次に､音声テープを三回聞かせるQ次に学生に一人一人音読
川畑篤弘/ある外国語教授法の試み-ドイツ語をドイツ語として-
させる｡第-回と第二回の二度の授業で､学生ほぼ全員(四･五十名位)が音読出来る様にする｡(これはし
かし､座席指定ではないから確認は出来ないので､延べ人数である｡) -クラスが六十名を越えること
も屡々だが､この場合は全員という訳には行かない｡次に､教科書のテキス トに付属して準備されてい
る練習問題を若干行う｡これで大体授業時間は大方経過しているので､最後に､参考資料のテスト(3)杏
配り､前回と同じく､三回音声テープを流す内に穴埋めさせる｡
資料 3
Lektion1 GutenTag,inMtinchen(3)
Klaudia: Guten(Tag)I.IchheiBeKlaudiaSchmidt.IchwohneinBerlin.Ichbin(Studentin).lch
studiereSoziologie.Ichbin 23(Jahre)alt.IchkommeausBremen.Ichhoregerm
MozartundspieleoftTennis.JetzthabeichSommerferien,undichbininMtinchen.Ich
bleibebier3(W∝hen).Mtinchenund(Bier)… Abe一ichtrinkenichtsogermBier.Ich
trinkelieber(Wein),undic九essegermWtirste.
Kaufmann:Hauo!GutenTag!
Klaudia: GutenTag,HerrKaufmann!Wiegehteslhnen?
Kaufmann:Danke,gut.Undwiege血teslhnen,FrauSchmidt?
Klaudia: Auchgut,danke!
Kaufmann:So,bitteschOn!
Elaudia: Danke!
Kaufmann:SindSicmtide?
maudia: Nein.
Mqnchen.BayernsHauptstadt.Wirfahrenetwa45(Minuten),damnsindwirschoninMtinchen.
MtinchenistsehrgroL3.Hierwohnenl,3Milionen(Menschen).
maudia: VielenDank,HerrKaufmann.
Xaufmann:BitteschOn.Damn,bismorgen!
Klaudia: Ja,hismorgen!AufWiedersehen!
Kaufmann:AurWiedersehen!
Portier二
maudia:
Portiel･:
Klaudia:
PortieI･:
Klaudia:
GutenTag!
GutenTag!IchheiBeSchmidt,KlaudiaSchmidt.
FrauKlaudiaSchmidt"Ja.WohnenSicinBerlm?
Ja,ichwohneinBerlm.
(Zimmer)35,bite!
Danke!
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KlaudiaistendlichinMtinchen.SicisteinbiJ3chen(gespannt).Waskommtmorgen?
テストが(1)(2)(3)と進むに連れて難しく長い単語と成っている｡次に参考資料のテスト(4)を配る｡
資料 4
Lektion1 GutenTag,inMtinchen(4)
Klaudia: GutenTag!IchheiL3eKlaudiaSchmidt.Ichwohnein Berlm.IchbinStudentin.Ich
studiereSoziologie.(Ichbin 23Jahrealt).IchkommeausBremen.Ichhらregem
MozartundspieleoftTennis.Jet2;tbabeichSommerferienundichbininMtinchen.Ich
bleibebier3Wochen.MinchenundBier".Aber(ichtrinkenichtsogem Bier).Ich
trinkelieberWein,undichessegermWtirste.
Kaufmann:Hauo!GutenTag!
Klaudia: GutenTag,HerrKaufmann!Wiegehteslhnen?
Ka血 ann:Danke,gut.Undwiegehteslhnen,FrauSchmidt?
Klaudia: Auchgut,danke!
Kau血Iann:So,bitteschOn!
maudia: Danke!
Eaufmann:SindSiemtide?
Klaudia: Nein.
Mtinchen.BayernsHauptstadt.(Witfahrenetwa45Minuten),damnsindwitschoninMtinchen.
Mtinchenistsehrgroβ.flierwohnenI,3MilionenMenschen.
Portier:
Klaudia:
Portier:
Klaudia:
Portier:
Klaudia:
GutenTag!
GutenTag!IchheiL3eSchmidt,KlaudiaSchmidt.
FrauKlaudiaSchmidt..Ja.(WohnenSieinBerlm )?
Ja,ichwohneinBerlm.
Zimmer35,bitte!
Danke!
KlaudiaistendlichinMtinchen･(SicisteinbiBchengespannt).Waskommtmorgen?
これは､句または文が抜けていて､音声テープを五 ･六回流す間にこれを聞き取らせるものである｡
最後の締め括りとして､参考資料にあるドイツ語による問いの問題を配る｡
資料 5
川畑篤弘/ある外国語教授法の試み-ドイツ語をドイツ語として-
H.M.-1.
1)WowobntKlaudia?
2)WasstudiertKlaudia?
3)WastrinktKlaudiagern?
4)WievieleMenschenwohneninMtinchen?
このドイツ語に依る問いの意味は､配付後直ぐに､適宜説明した上で､音声テープを六回位流す間に､
ドイツ語で答えさせる｡大体は､音声テープに有るドイツ語を聞き取り､その儀該当箇所を記入すれば
答えに成る様に成っている｡こうして､読本の授業では､ ドイツ語に音声を通して親しめる様にし､何
度も何度も繰り返し聞くことに依って､聞きながら､その ドイツ語文の意味を日本語で考えることの無
い様にさせる｡以上の五つのテストは､毎回全部出来るとは限らないが､出来るだけ第五番目の､ドイ
ツ語の問いにドイツ語で答えるテストをする様にし､その時間が無ければ､次回迄の宿題として渡し､
音声テープに依って答えを書く様に言って置くO学生は言われた通りテープを聞いて答えを書いて来る
とは限らないのだが､常に注意を喚起することで､授業で答えを書く時の心構えをさせる｡この宿題は
次の回に添削して返す｡
2-1.
二学年用の中級の授業では､初級の読本の授業を発展させたものを行う｡教材としては､最近は専ら
参考資料にある様なテキスト(Goethe･Institut作成の "Deutschlandspiegel")を､(授業十五回分づつの
纏まり)何セットも用意した中から選択して用いている｡先ず授業の初めにその内容のビデオを三回流す｡
資料 6
1.SchloβReinbeck
NorddeutschlandistreichanaltenSchlOssern.DasSchloBReinbeckin Schleswig･Holstein
wurde1572erbaut.DieRestaurationdauerte7Jahre.ManhattezufaligdiealtenBauplane
gefundenundkonntezumBeispielFensterundArkadenoriginalgetreuwiederherste1en･
EinEmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig･Holstein.Politikernutzengem denhisto･
rischenRahmenzurReprasentation.(…‥)HistorischeBautenzuschtitzenundzuerhaltenistkul･
turpolitischwichtigundsoudaslnteressederBirgeranderGeschichtebeleben.
BeiKunsthistorikernistSchloJ3Reinbeckberihmt:EswardasersteSchloBn6rdlichderElbe,
dasnichtalsmiltarischeFestunggebautwurde.DieVorbildersindinFrankreichundden
Niederlandenzusuchen.
Esistnunwiedersowiefrtiher,aberFtirstengibtesinReinbecknichtmehr.
295
岡山大学環境理工学部研究報告,1(1)1996年
これはドイツに於けるテレビニュースの-コマを教材用に編集し､簡略化し､Goethe･Institutの方で
解説し直したもので､一回分の長さが平均で二分程度のものを筆者が適宜選択して編集したものである｡
(この時間は､単なる原稿朗読のみのものではなく､場面単位に構成されているから､音楽等によって間
が取ってある｡)
学生は既に予習して来ているので､大体の意味は掴んでいる筈である｡初めの二回はテキストを見な
がら､次の一回はテキストを見ずにビデオを見させる｡次に､テキストをパラグラフ毎､学生一人一人に音
読させる｡クラスの規模にも依るが､出来るだけ多くの人(十五人前後)に音読させる｡次いで､各学生
に一文づつ､音読させた後日本語で意味を言わせる｡文法的説明を加えたり､Landeskunde(地誌)的説
明を添えることも有る｡必要に応じて､ ドイツの大地図を教室前面に拡げ､位置を確認する｡訳し終え
ると､締め括りに二回程度本文を音読させた後､ビデオを二回見させる｡今度はテキストの意味は確認
しているので､一回目は､テキストを見ながら聞かせ､二回目は､テキストを見ないでビデオを見させ
る｡この時､聴き取る音声と意味とを直結させ､日本語を意識しない様注意する｡
さて､通常の授業ならば､テキストを和訳した後は若干音声を聴くところ迄で授業は大抵は終わって
仕舞うのであるが､この授業ではここ迄は単なる序章に過ぎず､時間的には四 ･五十分経過しているば
かりである｡テキスト本文の意味を日本語に直させるのは仕方が無いこととしても､この日本語を忘れ
させるというのがこの授業の狙いなのである｡それというのも､文の意味内容は､一旦把握された後は､
最早日本語として頑の中に納まっているのでは無く､単に想念だけが有る､というのが筆者の意見であ
るからである｡その想念をビデオを聞きながら､見なからドイツ語と共に引き出して来るという体奴を
学生にさせる訳である｡
その為に､先ず､引き続いて参考資料の小テストを(1)(2)(3)(4)の順で､それぞれビデオを三拘見聞き
する内に､( )内に語を埋めさせる｡充填すべき単語は順を追って長く､難しく成っている｡
資料 7
SchloβReinbeck(1)
NorddeutschlandistreichanaltenSch16ssern.DasSchlo8Reinbeckin Schleswig-Holstein
wurde(1572)erbaut.DieRestaurationdauerte7Jahre.(Man)hattezufaligdiealtenBauplane
gefundenundkonnte2:umBeispielFensterundArkadenoriginalgetreu(wieder)herstelen.
EinEmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig･Holstein.Politikernutzen(germ )den
historischenRahmenzurReprasentation.(‥…)HistorischeBautenzuschtit2:enundzuerhaltenist
kulturpolitischwichtigund(sol)daslnteressederBtirger(an)derGeschichtebeleben.
BeiKunsthistorikernistSchloL3Reinbeckberilhmt:EswardasersteSchl08nordlichderElbe,
(das)nichtalsmiltarischeFestunggebautwurde.DieVorbildersindinFrankreichundden
Niederlandenzusuchen.
Esistnun(wieder)so(wie)frtiher,aberFtirstengibtesinReinbecknicht(mehr).
(1)では､穴埋めすべき語は､前置詞､接続詞､代名詞､数詞､簡単な副詞等､短い単語が中心と成
っている｡
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資料 8
Schlo8Reinbeck(2)
NorddeutschlandistreichanaltenSchlOssern.DasSchloBReinbeckin Schleswig-Holstein
wurde1572(erbaut).I)ieRestauration(dauerte)7Jahre.ManhattezufaligdiealtenBauplane
(gefunden)und(konnte)zumBeispielFensterundArkadenorignalgetreuwieder(herstelen)･
EinEmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig-Holstein.Politiker(nutzen)germden
historischenRahmenzurReprasentation.(..‥)HistorischeBautenzu(schtitzen)undzu
(erhalten)istkulturpolitischwichtigundsoldasInteressederBirgeranderGeschichte
(beleben).
BeiKunsthistorikernistSchloL3Reinbeckbertihmt:EswardasersteSchloL3n6rdlichderElbe,
dasnichtalsmiltarischeFestunggebautwurde.DieVorbildersindin Frankreichundden
Niederlandenzu(suchen).
Esistnunwiedersowiefrtiher,aberFtirstengibtesinReinbecknichtmehr.
(2)では､主として動詞､助動詞が対象と成っている｡
資料 9
SchloBReinbeck(3)
Norddeutschlandist(reich)analtenSchlOssern.DasSchloL3ReinbeckinSchleswig･Holstein
wurde1572erbaut.DieRestaurationdauerte7Jahre.Manhatte(zufalig)diealtenBauplane
gefundenundkonntezumBeispielFensterundArkaden(originalgetreu)wiederherstelen.
Ein EmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig･Holstein.Politikernutzengern den
(historischen)RahmenzurReprasentation.(.日.)HistorischeBautenzuschtitzenundzuerhalten
istkulturpolitisch(wichtig)undsoildaslnteressederBirgeranderGeschichtebeleben.
BeiKunsthistorikernistSchloL3Reinbeck(bertihmt):EswardasersteSchlo8(n6rdlich)der
Elbe,dasnichtals(miltarische)Festung(gebaut)wurde.DieVorbildersindinFrankreichund
denNiederlanden2:uSuChen.
Esistnunwiedersowie(friher),aberFtirstengibtesinReinbecknichtmehr.
(3)では､主として形容詞が対象と成っているが､時に長い副詞をここに含めることも有る｡また､過
去分詞は(2)に入れる場合も有るし､(3)に入れる場合も有る｡
資料 10
SchloJ3Reinbeck(4)
Norddeutschlandistreichanalten(SchlOssern).DasSchloβReinbeckinSchleswig･Holstein
wurde1572erbaut.DieRestaurationdauerte7Jahre.Manhattezufaligdiealten(Bauplane)
gefundenundkonnte2:umBeispiel(Fenster)undArkadenoriginalgetreuwiederherstelen.
Ein (Empfang)desMinisterprasidentenvonSchleswig･Holstein.Politikernutzengermden
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historischen(Rahmen)zurReprasentation.(.…)HistorischeBautenzuschtitzenundzuerhalten
istkulturpolitischwichtigundsoildas(Interesse)derBirgerander(Geschichte)beleben.
BeiKunsthistorikernistSchloL3Reinbeckbertihmt:EswardasersteSchl08n6rdlichderElbe,
dasnichtalsmilitarische(Festung)gebautwurde.Die(Vorbilder)SindinFrankreichundden
Niederlandenzusuchen.
Esistnunwiedersowiefrtlher,aber(Ftirsten)gibtesinReinbecknichtmehr.
(4)での対象は名詞だが､名詞化形容詞が含まれる場合も有る｡次いで参考資料の小テスト(5)を行うo
資料 11
SchloDReinbeck(5)
Norddeutschlandist(reichanaltenSchlOssern).DasSchloBReinbeckinSchleswig-Holstein
wurde1572erbaut.(DieRestaurationdauerte7Jahre).ManhattezufaligdiealtenBauplane
gefundenundkonntezumBeispielFensterundArkaden(originalgetreuwiederherstelen)･
Ein EmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig･Holstein.Politikernutzengermden
historischenRahmenzurReprasentation.(…‥)HistorischeBautenzuschitzenund21uerhaltenist
(knlturpolitischwichtig)undsoildasInteressederBtirgeranderGeschichtebeleben.
BeiKunsthistorikernistSchloBReinbeckbertihmt:EswardasersteSchloBn(irdlichderElbe,
dasnicht(alsmiltarischeFestung)gebautwurde.DieVorbildersindin Frankreichundden
Niederlandenzusuchen.
Esistnunwiedersowiefrtiher,aberFtirstengibtesinReinbecknichtmehr.
この小テスト(5)は､単語三つ前後､或はそれ以上の句が抜けているものを､ビデオを三 ･四回見聞き
する内に補充させる｡引き続いて小テスト(6)を課す｡
資料 12
Schlo8Reinbeck(6)
NorddeutschlandistreichanaltenSch16ssern,DasSchloL3Reinbeckin Schleswig･Holstein
wurde1572erbaut.DieRestaurationdauerte7Jahre.(ManhattezufaligdiealtenBauplane
gefunden)undkonntezumBeispielFensterundArkadenoriginalgetreuwiederherstelen.
Ein EmpfangdesMinisterprasidentenvonSchleswig-Holstein.Politikernutzengermden
historischenRahmenzurReprasentation.(‥…)(HistorischeBauten21uSChitzenundzuerhalten)
istkulturpolitischwichtigundsou(daslnteressederBtirgeranderGeschichtebeleben).
BeiKunsthistorikernistSchlo8Reinbeckbertihmt:(EswardasersteSchl08n8rdhchderElbe),
dasnichtalsmiltarischeFestunggebautwurde.DieVorbildersindin Frankreichundden
Niederlandenzusuchen.
(Esistnunwiedersowiefrtiher),aberFtirstengibtesinReinbecknichtmehr.
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(6)は単語五つ前後､或はそれ以上の､主として文が抜けたものを課し､ビデオを五 ･六B]見聞きする
内に補充させる｡これ迄で都合二十六 ･七回は音声を聞いている計算になる｡最後に､ ドイツ語に依る
問いの小テストを課す｡
資料 13
SchloL3Reinbeck
1.WannwurdeSchloBReinbeckerbaut?
2.DurchwelchenglticklichenZufalkonntemanFensterundArkadenoriginalgetreuwieder
hersteuen?
3.ⅠnwelcherkulturpolitischenAbsichtschtitztunderhaltmandiehistorischenBauten?
4.InwelcherHinsichtJistSchloBReinbeckdaserste?
この ドイツ語文の意味は､配布後直ぐ説明する｡そして､上のテキス トの内容のビデオテープを五 ･
六回流している間にこの問いにドイツ語で答えさせる｡大体が､テキス トを聞き取りその儀該当部分を
聞いて書き取れば答えに成る様に成っているが､時には少し熟考しなければ答えられないものも混えて
ある｡この場合回答は､語や句のみで済ませるのではなく､可能な限り文の形式で行う様伝えて置く｡
もし､この後で時間が余れば､最後の ドイツ語に依る問いを､これに更に若干を加えて､今度は教師が
口頭で行い､学生に口頭で答えさせる｡これを行えるのは稀なことではあるが､ここ迄来れば多くの学
生はテキストの内容を既に語んじており､テキス トを見ずとも答えることが出来る様に成っている｡
2-2.
後期の授業の適当な時期に､これ迄のところ､年末と年度末の二回､次の様な授業を挟んでいる｡こ
の"Deutschlandspiegel"に収められているものの内､学生がその内容を予め全く知らないものの中から
適当なものを選び､そのビデオを授業の始めに先ず音声を消して三回流す｡その旨を前以って学生には
伝えて置いて､画面のみからその内容を推測させる｡その際､こちらからは内容に就いて推測を可能と
させる様な誘導は極力行わない｡次に､音声を伴って更に三回流す｡ここでまた学生に､画面と聞き取
ったドイツ語から内容を推測させる｡ここでもこちらからは､誘導によって内容を示すことは避ける｡
クラス全体の共同作業に依り､かなり正確に内容を言い当てることも有る2)｡
次に､テキストから､語や句､または､特色の有る注意すべき表現をしている文を抜き出したプリン
トを配り､その意味を確認して行く｡学生に当てて､直ぐ答えられなければこちらから説明する｡これ
を基に学生にこのテキス トの内容を推測させる｡クラスに依っては､これらの語句を使って見事に話を
組み立てて呉れる｡その後またビデオを見せた上で､テキスト全文を配る｡これ迄この試みを続けて来
2) この二年生用中級の授業方法は､郁文掌発行の ドイツ語中級教材 "Deutschlandspiegel･,に付属の教師用マニュアルに紹介
してあるこの教材の利用法に多くのヒントを得ている｡
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た中では､ここの所で､こちらから大急ぎで本文の意味を説明するだけで時間は尽きて仕舞っている｡
勿論､時間さえ有れば､上で紹介した様なテストを行いたいところである｡
さて､初級の読本の授業の場合と同じ様に､中級の授業で毎回上で述べた七つの小テストが全部実施
出来る訳では無いので､時に(1)から(4)迄の内､一つまたは二つを省き､出来るだけ(5)と(6)､更に七番
目の ドイツ語による問いのテストを授業中に行える様にする｡この最後の ドイツ語に依る問いのテスト
が授業中に実施出来なかった場合は､それを次回迄の宿題とし､出来るだけ音声テープに依って答えを
書く様指導する｡これは後で添削して学生に返却する｡これに依って､解答の仕方の指導が出来ること
になる｡最終的には､巧く行けば三十三回程このテキスト本文を聞いている筈である｡こう成れば､日
本語に依って把握した意味内容をドイツ語として再生産出来る様に成っている学生がかなり多く期待出
来る｡そして､年度最後には必ず次の様なアンケート調査を行い､学生に感想を聞いている｡
資料 14
ア ン ケ ー ト
この時間の授業に就いての感想を次の手順によって記してください｡(無記名でも構いません｡)
1)テキストの内容は興味の沸く素材であるか否か｡
2)テキストの ドイツ語そのもの､及び､内容的難易度に就いて｡
3)空所補充という方法に就いて､また､聴く回数に就いて｡
4)空所の設け方､補充すべき語の選択の在り方､及び空所の数に就いて0
5)五回目､六回目のテストでの句や文の聴き取りに就いての感想 (難易度､必要性､手順､聴く回
数など)｡
6)七回目の問答テストに関して､その難易度､そこ迄の段取りの安当性に就いて｡
7)初めに､準備もなくテキスト無しで､いきなり映像を見たり､音声を聴くことから始める方法に
就いて｡
8)この授業を受けて､音声を聴き取る力､聞いて理解する力､黙読理解の早さに関して向上が認め
られる否か｡
9)8)に掲げるこの授業の目標の安当性に関する意見｡
10) 授業に関する希望､授業全体の印象､その他気の付いたこと｡(必要があれば裏面にどうぞ｡)
お座なりの答えも有る中で､新鮮な驚きと感動を吐露する学生も若干は必ず居るのが筆者にとっての
救いである｡中に､英検の二級を持っている人などは､この聞き取りの重要性を強調していたし､他に
も､英語でこの様な授業が有れば良いのにと言う意見も有った｡また､予め内容を知らないものをいき
なりビデオをみて内容を推測して行く授業の場合､これは決してドイツ文学を専攻する学生を対象とし
たものではないにも拘わらず､専門ではないから音を聞いて理解するなど出来る訳がないとして､初め
から放棄している学生も居るには居たが､当のそのクラスで､与えられた語句を用いて見事に話を作り
上げて呉れた学生も居る｡
学生の反応は概して好意的であるが､黙読理解の早さが向上したと考える者は皆無である｡精々 ｢解
らない｣という答えに止まっている｡これは､聴き取るというこれ迄殆ど経験の無い事に精力を注ぐ-
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方で､読む方では依然として語柔の問題が大きく伸し掛かっていて､それが向上を自覚出来ない様にし
ている大きな要因であろう｡また､中には授業に付いて来るのが大変であったと書いているのが多く､
印象的である｡ テキストの難易度からすればそれ程でも無く､寧ろ易しいとも言えるし､分量の点でも
短過ぎるとも言えるのだが､これが学生には負担と感じられるのは何うしたことか｡
実際の授業では､例えば中級でも､何かの読み物を､-授業時間に多くて四･五ページ､学生に一文
づつ当てて訳させるか､数行を纏めて予め担当を決めて置いて訳させるということが多く､各授業での
個 の々学生にとっての負担という点では､軽いものと成っている様だ｡だとすれば上述の様な授業形態
は､各学生にとっては､毎時間必ずこのテキストに対して準備して置かなければ､個 の々授業が進んで
行かないし､毎時間気の抜けない聞き取りという作業が､しかも数回は課せられる訳で､｢大変だった｣
と言う感想が出て来るのは尤もらしく聞こえる｡しかし､充分な準備をし､学生が背伸びをしてでも手
の届く様な段取りを踏んで課題を課して行けば､学生は問題なく付いて来るし､そうでなくては力も付
かないであろう3)｡
3-1.
日本に於いて､これ迄外国語と言えば､古くは中国語であった｡それを当時のエリー ト達は､周知の
如く､漢文という形で消化した｡一､二､三､上､中､下､レ点等､オ二に会ったら返れ､とばかり､様々
な記号を考え出して､苦労して日本語に読み下し､理解した｡この中国語､漢文の習得法が､その後の
日本人の外国語学習法を規定している｡英語などは教育の歴史が古く､学習者数も膨大であるという点
を考えると､様々な方法が研究され､試みられ､提言されて来ている等なのだが､それすらも､この漢
文の影響を脱してはいないのが見て取れる｡
その点で言えば､例えば､大学入試の科目に､外国語が一つの独立した科目として有るのは可笑しな
ことの様に思えて来る｡寧ろ､現代文､古文､漢文､外国語文､と並べて､国語の中に含めるべきだ､と言
われても致し方の無い状況である｡日本に於ける外国語の授業では､原文の日本語への転換が主流であ
って､それを以て外国語を読んだとしている場合が多いからである｡これは取りも直さず､日本の各段
階の学校 ･教育機関で､翻訳者を養成していることに他ならない｡この場合､日本語で巧く表現し直す
ことが､必ず課題､目標と成って来ることは目に見えている｡巧く訳せていないと､これは外国語が解
3)現状の外国語の授業の多くは､学生を遊ばせていると言っても良く､この点は改変の余地がある｡学生に遊ぶ余地を与えて置き
ながら､学生の側のモティベーションの無さを云々するのは教師の怠慢の逃げ口上でしかない｡全学的に語学力を引き上げる為
には､全学が協力し､軍国な意志と旺盛な気力を以って事に当たらねばならないのだが､今回の改革では､当大学の外国語教育
の体制そのものが壊滅的な打撃を受け､また外国語担当教官が相当数削減されて仕舞い､他の幾つかの大学では進行中の､外国
語センターを設置するチャンスは今後共全く見込み薄である｡結果から見る限り､当大学に於ける改革の目的そのものがこの外
国語担当教官の数の削減にあったとさえ推測し得る程である｡近視眼的で大きな視野に欠けたこの様な改革がこの健定着すれば､
仮い全学体制の名の下に行われた結果とは申せ､外国語を担当する教官の姿はその内見えなく成って仕舞うであろう｡その確保
は誰彼厭わず嫌々でも引っ張り出して来るとでも言うのだろうか｡｢訳読｣に甘んずるなら兎も角も､外国語が片手間に教えられ
ると考えるのは途方も無い考え違いである｡また一方で教師の側でも外国語教育に対する意欲が薄れて行くことが危快され､こ
れ迄外国語教育を専ら担当して来た人々が､専門の人々と対等であるというこの改革の謡い文句に乗る恰好で､外国語教育から
逃げを打つことも考えられる｡一般教育を専ら担当して来ていながら､それに就いて顧みたことも無く､自らのしたいことに専念
している者も居るやに聞くoこの億では､それを担当する強力な専門の部局が組捜されない限り､全学の外国語教育はその間間
違い無く益々貧弱なものに成って行くであろう.教師の側のモティベーションという橿めて重い課題も枚されている様だ｡
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っていないのだ､と成って仕舞い兼ねない｡現に､外国語で記された内容を日本語で巧く再構成出来な
いのは､その外国語が解っていないからだ､と考える語学教師は数え切れない程居る｡
勿論一般では､日本語に訳すことが外国語の学習と信じられているのは承知している4)o外国語の試験
問題､延いては､その学習そのもの､即ち日本語訳という連想が､一般に根強く浸透していることは覆
うことの出来ぬ事実である｡それは､外国語の授業では､その原文を日本語に訳すことが広く行われて
おり､それのみで殆どが終わっているという現状が先ず有り､そこから我々は自然にかかる固定観念を
抱いて仕舞うのである｡
訳すことが悪いのではない｡これのみで終わっているならば､それは外国語の授業ではなくなってい
るという意味である｡大学入試を初めとする､例えば (英語)の試験に於いても､日本語に訳させると
いう問題は､ (英語)という範噂からは遠く､模範とすべきものではない｡英語は理解していても､訳
した日本語が採点者の気に召さぬ表現､言葉遣いならば､減点の対象と成らざるを得ないのである｡こ
れは上述した様に､国語の範噂である筈だ｡その人の母語に依る表現力を見るという問題は､外国語の
問題としては不適切である｡今例えば(英語)と言っているのは一つの例であって､他の外国語の試験 ･
授業でも同じ事であるのは言う迄もない 5)0
或る外国語の学習の比較的初期の段階に於いて､その語を日本人が和訳するというのは､ものの理解と
いう点で通過しなければならない過程であるとして許容しても良い｡しかし､大方はここで終わっている
為に､(外国語)の習得とは成っておらず､原文を読んでも､余程の熟達者ならいざ知らず､普通は､日
本語に直さなければ解った気に成れず､理解出来ていないという状態に止まって､黙読理解のスピード
という点で能率の悪いものと成っている｡音声に依って聞き取る場合となると､事態はもっと深刻で､
部分的に理解出来る箇所は有っても､それを聞きながら頭の中で日本語に翻訳している為に､その間に
流れる次の内容の音声が聞こえていないという事態が生じて､結局､全体として何を言っていたのか解
らなく成って仕舞うのである｡これは難しくて解らないというのとは違うのである｡読む場合でも､聞
く場合でも､この和訳する過程を脱しなくては､外国語を学習し､習得しているとは言い難いのである｡
我々は､論文を書きつつある時､色々問題を抱えている｡頑の中はその問題点の解決に苦慮している｡
ある時､その問題点がふっと解決したとする｡その時直ぐに手元のノートに書き留めて置こうとするで
あろう.すると､二･三行で終わって仕舞うことも勿論有るが､往々にして一ページ､二ぺ-ジ､いや､
それ以上に成ることも屡々である(勿論､枠や罫を食み出る大きな字で書き殴っていての話なのだが)0
そして､この内容のことを､確かに､｢ははあ､日本語で考えているな｣と言える時も有るには有るが､
4)最近､こんなことが起こった｡留学生が日本の大学に来る時､試験を受け､その成績で受け入れの可否が決まる｡その試験問
題をこれ迄は日本語で受けて釆たが､これからは英語でも受けられる様にすることに成ったOその科目の中に (外国語)(即ち英
請)が含まれているが､それを英語で受験するという時､それがどの様に成るのか俄に理解出来ない向きが有った｡日く､｢何う
やって訳すのでしょう｡｣と言うのである｡出題が英語で行われる､つまり､設問が英語で行われるということであれば､本来な
らこの疑問そのものは不可解なものだ｡例えば､日本の大学入試の (国語)で､古文 ･漢文なら兎も角､現代文で､訳すとは何
ういうことに成るのかを推測するだけで事は足りる｡即ち､難解な表現なら､それを別の簡明な表現にさせる､とか､それは何
を言っているのかを噛み砕いて説明させる､または､要旨を纏めさせる､等々といったことに成るだけなのであるCところが実鞍
は､英語文の意味を日本語で言わせる､または､日本語文の意味を英語で言わせるという問題は十分に考えられるQ他の言語の塘
合は､前者なら一応は見受けられる問題形式ではあるにしても (つまり､我々の場合は､英語では (英作文)となる訳である)､
この何気ない出題形式は日本では主流の座を降りることがない｡
5)大学入試での外国語の試験の在り方が､高等学校や中学校の外国語の授業の在り方に､重大な影響を与えていることに対して､
大学人は､言葉でそれへの配慮を謡うだけではなく､より深刻に受け止めなくてはならないO入学試験にこそ外国語教育の実情が
凝縮した形で映し出されていると思うが､これがこの債で良いとは実は誰も思っていないのではないか｡
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一方で､ぱっと､極めて短時間で､或いは一瞬で思い浮かべていることも多い｡これを頑の何処かで日
本語に翻訳しながら､ノートに書き込んで行く訳である｡つまり､想念が先ず有って､それが言葉に置
き換えられるという事態が確かに存在する｡この想念を､命題とも言い換えることが出来よう6)｡この､
言語的には無国籍の命題､想念を､それを抱く人格がその母語を以て隅々に亙って言語化して行くとい
う過程が有る｡
我々は或る外国語を読む時､理解する上では母語を以てする他無い状態であれば､先ず母語に移し替
える｡一つの言語に依って育てられた人格なら､これは致し方ない｡そして､理解するだけであるなら
ば､これを以て終了である｡中国の文化を､単に受け入れれば良かった時代は､この作業で充分であっ
たろうし､江戸時代は素より､明治時代に於いても基本的にはこれと余り差は無かった筈である｡受け
入れて直ぐに反応する必要はそれ程差し迫ったものでは無かったろうし､況してや近頃喧しい発信の必
要など殆ど感じなかったと考えて良い｡少なくともその様な考え方が､仮い有ったとしても､それ迄の
外国語学習法 ･教授法を変革させる様な大きな流れとは成らなかったということである｡
しかし､この母語に移し替えられたテキストの内容は､理解された時､最早それは想念､命題として
頑の中に収まっている｡つまり､<内容を理解しているという状態>が存在しているのであって､その
母語でいちいちなぞることで確認されているのではない｡従って最早､言語的に無国籍なのである｡こ
れをその億にして置けば､必要が生じた時､その人格は､また自らの母語を以て細部を再生することと
成るのであって､決して初めの外国語に依ってでは無いであろう｡するとここに母語に依るある種の言
語干渉の余地が生じてしまうのである｡従ってここで､命題として､想念として理解されたその内容を､
受け入れた時の当の外国語で再生する様促して遣れば､ここで初めて､外国語でものを考えるという事
態が醸し出されることと成るのである｡これ迄に紹介した筆者の試みているドイツ語の教授法に於いて
は､この外国語でものを考える状態を学生に体験させることを目指しているものなのである｡
3-2.
これ迄の外国語教育は､当の外国語による再生を怠っているので､結果的に外国語として修得されて
いない｡この事はしかし､その外国語に関して全く無関係なことをしたという訳でもない｡語嚢や表現力
の点では確かに豊かに成り得るし､理解力も増しているのである｡漢文に於いて習得したことが､時代
的懸隔を考慮するしないに拘わらず､中国語の習得の際に全く役に立っていないとは言い得ないのと同
様である｡従って､外国語文の訳読は即ち全くの悪とは言い得ない｡諸々の分野での外書講読なる授業
に就いて言えば､この場合､本来の意味での外国語の授業とは言えないとは言うものの､その意義を外
国語の授業としてすら全否定しているのではない､ということである｡
ただし､英語ならいざ知らず､その他の外国語に於いては､一般教育における外国語が､仮い二学年
用のものを修了していても､その儀直ぐ専門の外書講読と旨く繋がってはおらず､学生は途方に暮れて
いる､いや､実は悲鳴を上げているというのが実状であろう｡外書講読を必要とする夫々の分野では､
6)この点は､夏期 ドイツ語教育研修会(後述)招待講師､田島氏の御教示による｡
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この点を明確に整理して､その為の準備態勢を万全に整えることが肝要である ｡二学年用の授業は､飽
く迄も一般教育の外国語の授業なのであり､それを外書講読への橋渡し､準備段階と位置付けることは
出来ない 7)｡もしその位置付けに固執するならば､外国語教育はこれ迄通り<訳読中心>と成って､結
局は､｢役に立っていない外国語教育｣という批判を解すことは出来なく成るのである｡
難解な表現の語句や文に出会った場合などは､往々にして先ず母語に依って理解しなければならない｡
これは､既に述べた如く一般的見解として前提しても良いが､この場合もやはり外国語教育としては､
母語に依る干渉を極力防ぐ為にも､その外国語の棲理解出来る様に導くのか本来の姿である｡この為に
は､充分に準備をした上で､丹念に､段取りを踏んで学生を引き上げて行く様にしなければならない｡
外国語担当教師の中には､この一般教育の外国語の授業で≪教養≫を教える､つまり､外国人が書き
記したものをその原語で味わいつつ､その考え方に触れて､それぞれの修養の肥やしに供する､という
考え方をしている人々も根強く存在する｡しかし､これは外書講読入門といった趣であって､本来の外
国語の授業ではなく､結果的には葡訳術の養成になって仕舞っており､学生の語学力養成としては間接
的な､中途半端な効力しか持っていないのである｡テキストを日本語に移し替えてそれで終わり､テー
プを教室で聴くにしても二 ･三度止りであって､当該の外国語で考える様に学生を導いている授業は稀
なのが実情なのである｡この様なものは最早､本来の外国語教育ではないと知るべきである8)0
また一方で､｢外国語の授業で 『シェークスピア』などの様な文学作品ばかり読んでいる様では役に立
たない｣､と言った批判も良く聞くのであるが､これは偏見であって､その様な語学の授業は今や殆ど考
えられない｡しかし､外国語教師はこれを偏見だとして放置する訳にも行かない｡この誤解の責任はや
はり外国語教師の側に有るのだ｡日本の外国語教育が役に立っていないというのは､何も件の外国人学
長だけの意見ではなく､一般に信じられている命題なのである｡こういった全ての事態は､外国語が､
それを母語とする人が日常使用する言語として､つまり､例えば英語が英語として教えられていないこ
とから来るものであると理解すべきなのである｡ここから全てが発していると考えれば合点が行く｡そ
れぞれがそれぞれの感性で ｢役に立っていない外国語教育｣を批判しているだけなのである｡
｢役に立つ外国語｣という観念は､一般にどう捉えたら良いだろうか｡所謂 (会話)を考えるべきなの
か｡先の外国人学長の考えはそうではないであろう｡この点に関する筆者の考えは､先の､毎年学生に
求めているアンケートに示されている｡即ち､大学に於ける外国語とは､先ず書いてある原語を日本語
に訳さずに理解する習慣を付けることに依り黙読理解のスピードを上げること､そして､外国語による
講義､講演などを聴いて理解し得ること､である 9)｡ところがまた逆に､かなり多い不注意に依るもの
7)外書講読で､学生の受容能力を勘案すること無く､準備も無く徒に難解なものを読ませる様なことが有れば､当人は卸満悦で
も､抑も専門の教育としても失格と言う他ない｡自身の偉大さを誇示し､学問の深遠さ､いや難解さを学生に思い知らせるのも
良いが(とは言え､これに依って学生は色々の意味で､陰に陽に精神的に甚くダメージを受けているのを知らねはならぬ)､学問的
エトスの伝授とその画養こそ最も大切なものである｡一般教育の外国語が専門の外書講読に役立っていないとしても､そのこと
を一般教育担当者の責任に帰する様なことが有るとすれば､それは､学生を学問へ導く-準備階梯としての一般教育に対して単
に無理解であるだけに止まらず､自身の学問的エ トスが問われることとなる0
8)尤も､改革によって学部に所属し､専門の授業を受け持つ様に成ると､語学担当者という苛積したコンプレックスはそれで解
消され､<教養主義>の主張は姿を消すかも知れないのだが｡
9)この点で気になるのは､平成九年度のセンターテストの (英語)の中に組み入れられる (オラルコミュニケーション)という
ものの中身である｡所謂 く会話)､即ち､諸々の挨拶に始まる､シチュエーション毎に考えられるパターン化された問答なのか､
それとも対話で構成される小話なのであろうか｡音声が伴って居るのであろうか｡各学生が発話する壕を設けることが出来るの
だろうか｡｢役に立つ｣ことが即ち くオラルコミュニケーション)に置き換えられた結果ならば､これは見当違いのことと言い得
るが､少なくとも中途半端な考え方である｡ (オラル)を取り入れる意味がもう一つ明確ではないから､これ以上のことは控え
るが､兎に角､実際の問題を見てみたいものであるO
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や､文化的差異に依る思い違いに依って､誤って理解されたものが伝授されれば ｢役に立たない｣こと
になる訳だが､これは文化論的情報不足という側面が色濃く､外国語の教授法Pidaktik)論議に於いて
は今の所考慮の外に置くことにする｡
勿論､これに加えて､当該外国語に依って自己表現が思う様に出来れば言うことは無い｡しかし､我々
は話したり善いたりする場合､何時とも無く､言うべき事を先ず日本語で考えた上で当該外国語に翻訳
し直しながら発話する癖が付いて仕舞っている｡この癖が中 抜々けないことから､読む場合と同じ様に
時間が掛かり､更に､当該外国語としての表現では無いもの(例えば所謂｢日本語英語｣)を言うことに成
り兼ねない｡これこそかの､母語による言語干渉の一つに他ならない｡この<自己表現力>(｢話す力｣｢書
く力｣)を付ける為に､これ迄のところは例えば ｢英作文｣という課題が用意されて来ているが､この時の
作業(例えば和文英訳)が根本の所で災いしていると思われる｡何れにせよ､自由な自己表現能力として
の｢話し｣･｢書く｣能力は､先ずは､母語を経由しない｢読み｣･｢聞く｣能力の上に､或いは､それと共に成
立すると､またそれ抜きには有り得ないと筆者は考えている｡
講義､ゼミなどで発言し､討論する力が付いていることも､｢役に立っている外国語｣であることには違
いないし､それも望まれていることは承知しているけれども､それは現状を見る限り､無いもの強請りの
恨みがある｡元 ､々クラスに於いて発言し討論して､問題点を明るみに出し解決を模索する､或は､二つの
相対立する意見に別れて､個人の意見とは独立にそれぞれの割り当てられた立場に立脚して人を説得し
得る論理を構築する､しかもそれを単に議論の為の議論として行うのではなく､自身の個人的見解の方を
補強し､深みを増し視野を拡げる為に行うといった訓練が､充分な時間を取って行われてはおらず､これ
も上級学校へ行くに従って殺がれているのが認められる｡大学受験がネックと成っていると思われる｡
最近これが大学や社会に於いて俄に注目され始めているが､申訳程度の俄仕立ての感も否定出来ず､頓
挫が危慣される｡今後の関係諸氏の努力を見守る他は無く､日本の風土に合った在り方の模索と共に徐々
に定着して行くことを只管願うばかりである｡日常の日本語の世界でこの様な状況であるから､この上
なお外国語を以て討論を行う訓練をするなどということは､今のところ大学の一般教育の外国語の授業
の視野の中には全く入って来てはいないと言って良い｡
結び
今年の夏に､文部省とゲーテ･インスティトゥ-トの共催に依る､夏期 ドイツ語教育研修会 10)なる
ものに参加した｡ ドイツ語教育界にも､近年教授法に対する関心が頓に高まりを見せて来ていることも
有るが､筆者自身も従来の自身の ドイツ語教育の在り方に行き詰まりを感じつつここ十数年の間意識し
て幾許かの工夫を試みて来たことを､問うて見ようと思い立ったことが直接の契機と成った｡文法理論
の研究者ではない筆者としては､ ドイツ語を言語学の立場から捉えて教授していた訳ではないから､そ
の方法は言わば学生時代からの受け売りの域を出ていなかった訳で､初級用の文法の授業の方法は､工
10) この研修会では､<コミュニカティプ>(相互交渉的)な授業が望ましいとされたので､上述の授業方法が果たしてそれに諌当
するかどうか不安になったが､招待講師(田島氏､教育心理学)からは､十分安当する旨のお墨付きを戴いたo必ずしも所謂<会話
的>である必要は無いということである｡学生を十分に動横付け得る仕組みが評価されたものと理解している｡
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夫をしても困惑のし続けであり､巧く展開しなかった｡それに対して､中級用のものに就いては､幸運
にもこれと思う教材に出会えたことが､その展開を促す弾みと成った次第である｡
さて､外国語の授業というものの実態は､実は多様であって､上に述べ来ったものに尽きないであろ
うし､在るべき姿に就いては､異論も有るであろう｡しかし､かの外国人学長に､ ｢日本の英語教育は
役に立っていない｣(繰り返すが､これは勿論他の外国語にも当て飲まると考えて良い｡)と断ぜられたこ
とに､果たしてどれ程の大学人､外国語教師が､また如何にして､反論し得るであろうか｡寧ろ､謙虚
に耳を傾けるべきではなかろうか｡筆者は少なくともこれ迄の外国語の授業での (訳読)は､もしこれ
のみで終わるならば､外国語の授業としては相応しくないのではないか､これこそ習得した筈の外国語
を ｢役に立たなく｣しているのではないか､と思い至ったが故に､長年に亙り工夫を凝らし､様々な試
みをして来た｡その結果､それぞれの授業で暇な学生を作り出さないで､しかもドイツ語が身に付く方
法としてこれ迄に辿り着いた授業の姿が､以上に述べた様なものと成った｡
従って､これは言わば長年の外国語教育から得られた経験に基づいて考え出された方法であって､言
語理論を踏まえたものではない｡それは､兎角易さに流れようとする一般の学生にモティベーションを
持たせ､また､自信を失った学生を盛り立て､如何にドイツ語学習-と向かわせるかと言うことが､こ
ちら側の隠された大きなモチーフとなって成立したものである｡それにしても､これは事実上､言語能
力を高める方法であると共に､更に､母語による言語干渉を極力防ぐ方法とも成っていると考えている｡
それは､繰り返しに成るが､書かれた原文を読み原語の音声を聞いた時に､これを日本語に訳すこと
無く原語の億で理解する様習慣付けることである｡この為には執掛に日本語を意識しない様に､或は忘
れる様に注意を喚起すると共に､日本語に訳してはいられない状況に学生を追い込まなくてはならない｡
そして､手を伸ばせば届く程度の高みにその都度の目標を設定し､繰り返し音声を聞かせるのである｡
つまり､外国語の授業に於いては､出来るだけ母語を使わない様にすることであり､理解する為に止む
無く使わざるを得ない未修外国語の場合､訳した母語を速やかに忘れる為に､当該外国語を繰り返し反
復して使い､また､聞き取る練習を積み重ねることに依って意味内容と当該外国語表現とを直結させな
くてほならないということである｡こう成ってこそ母語を経由しない当該外国語での表現力も身に付い
て来ることに成ると思われる｡
学生は､余裕のある者を除けば､多くは､予習して来た上で､授業中は殆ど暇さえ有れば､その原文
をノートや紙片に筆記しているoつまり､全文を詩んじようとしている｡上述した様に､空所補充のテ
ストが多いので､単語が正しく綴れなくてほならぬからである｡これは､黙認せざるを得ない｡聞いて
話すと言う≪ことば≫の基本型からは少し逸脱した部分の有る様に思えるかも知れないが､対象が大学
生ということもあり､授業の中で出来るだけ多くのことを達成する為に､そして､現状に於いて最も効
果的に学生に聞く力を付けるべく引き上げる為に､また､個 の々学生を遊ばせること無く､彼等の状況
を能率的に把握する為に､今の所､書いて正しく綴ると言うことをも同時に取り込むことは止むを得ぬ
状況でもあり､安当なことでもあると考えている｡つまり､ ｢テープを与えて､暗号を解くように解る
まで聞かせる､しかも､一週間で｣と言う課題は､英語でなら成し得ても､一般教育の外国語､特に選
択科目としての第二外国語であるドイツ語の場合は､それへのモティベーションを､ドイツ語を選択し
た全ての学生に初めから要求するのは無理というものであって､殆ど非現実的なことだ｡現状での二年
次の､専門でもない学生に､テープからの聞き取りをさせるなどは､一週間で成し遂げさせる課題とし
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ては要求が高過ぎるのである｡学生にモティベーションを与えながら､手の届く目標を提供するのでな
くてはならない｡これは充分配慮しなくてはならないことだが､この点は､自ら意欲して外国語を学ぼ
うと思う人々の<外国語の学び方>を云々しているのではないにしても､これを応用すれば何時の間に
か引き込まれ熱中して自然に学習出来る方法であると言い得る｡
この上で､第七番目のテストの様なドイツ語の問いにドイツ語で答えが書ける様に成っているとすれ
ば､それは何回か聞いた後でやっと出来たものであったとしても､いや､何回も聞いた後であるからこ
そ､やっとの事でドイツ語でものを考える様になった細やかな成果と看徹すことが出来るのである｡初
めはそれ程意欲的でもなく､モティベーションを強く持ってはいなかった者であっても､ここ迄は充分
に引き上げることが出来る｡そしてここ迄来れば､この後は各人の努力でどしどしその力を引き上げ､
伸ばして行ける様に自力が付いていると思われる｡
ところで､二年次用の ドイツ語の授業に来る学生は大まかに別けて二通り有ると考えられる｡即ち､
ドイツ語に興味を覚えた人と､それとは反対に､これ迄の英語に騨易していて他の言語を習いたいと思
った人である｡後者の多くは元 所々謂語学が不得手な人が多い｡こういう人達は語学に対するコンプレ
ックスから､授業で音声を流しても､初めから聞いても解らないと思い込んでいて中 効々果が上がらな
い｡こういう人達に対しては猶のこと､一層辛抱強く､また励ましながら､これ迄紹介した､語句を聞
いて書き取るテストを繰り返し行い､慣れれば自分にも出来るという自信を付けさせて上げる他はない｡
こういう人達に対しては､逃げ場を与えてはならず､各人を個別に把握した上で､一段一段上がって行
ける格別に丁寧な段取りが必要なのである｡
筆者の試みは､まだ依然として試みに止まっており､まだ終着点に到達したと思っている訳ではない｡
二年次用のものに就いては希望が有ればより長く難解なものにして､話し方のスピードも上げて行くこ
とが可能であり､用意は直ぐ出来るにしても､今の所は大体こんなもので良いだろうと思っている｡し
かし､-年次用の初級のものに就いては旧態依然たるものと言って差し支えなく､大幅な改革の余地が
有る｡文法をその規則のみを体系的に纏めて教え込むのではなく､如何にこれ迄とは違って､知らず知
らずの内に､否応なく､効率的に､そして楽しく潤いの有る方法で､しかも､現状の時間的制約の下で
教授出来るかば､未だ残された問題なのである｡とは言え､場合に依ってはその時間数は変更されねば
ならないかも知れないことを留保して置く必要も有るだろうが｡
それにつけても､これ迄に述べ来たった授業方法に依った場合､-クラスの人数は､これ迄の様に五
十人を越える様では極めて不都合である｡十人､十五人とは言わない迄も､二十五人､精々三十人は超
えない様に編成するのでなければ､専門でも無い外国語に対してモティベーションを与えつつ､一人-
人を把握した上で丹念に段取りを踏んで学生を鍛えて行くことは困難である｡文部省の算定方法に依れ
ば-クラス五十人となっているが､この様なことで ｢役に立つ外国語教育｣を行うことは覚束無い11)｡
一人一人の学生への目配りをし､学生を否応無くその世界へ引きずり込むには､教育条件を整えなけれ
ばならない｡これらは､語学教育を充実させることを本気で願う大学人全体による協力と真筆な努力に
依ってこそ成し遂げられるであろう｡
ll)更に､ノルマと称する妙な妖怪が閲歩し､担当科目別に格差を設けており､外国語に於いては最も多く成っているO外国語
軽視も甚だしい｡この度の改革ではこの差別は無くせる筈である｡外国語を教えることを軽んじ､それに負担を感じさせる源と
も成っている｡
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Versuch einer didaktischen Methode fur Deutsch als Fremdsprache
Resumee
Atsuhiro KAWABATA
1m grammatischen Unterricht unterrichte ich die Studenten im ersten Jahr im Laufe des Jahres
von ABC bis Konjunktiv, wie es bei uns ublich ist. Ich wahle dafur ein Lehrbuch mit klaren und
bundigen Erklarungen und mit vielen Ubungen aus. Am Anfang jedes Unterrichts gebe ich den
Studenten einen kleinen Test, welche die grundlegenden Satzbildungen betreffen, wobei die Stu-
denten mit den erlernten grammatischen Kenntnissen antworten kOnnen. Ich ziele darauf, daB sie
die grundlegenden Fahigkeiten zu Beugungen, Deklinationen erlernen sollen. Aber ich fuhIe mich
im grammatischen Unterricht nicht zu Hause. Ich sollte umdenken. Konnten die Studenten nicht
die Ausdruckskraft erwerben, mit der sie irgend etwas, je nach den Umstanden, auf deutsch
formulieren konnten, ohne daB ich mit ihnen bisherige grammatische Ubungen abhalte?
1m Unterricht mit dem Lesebuch fur Anfanger ziele ich auf die Einubung der Studenten in das
Horverstandnis moglichst anhand der audiovisuellen Lehrmaterialien. Und in der hoheren Klasse,
fur die Studenten im zweiten Jahr, unterrichte ich auf eine ahnliche, aber weiterentwickelte Weise
als bei den Anfangern. Zuerst sehen sie dreimal Filmsequenzen von 1,5 bis 2,5 Minuten und ver-
gleichen sie mit dem Text (HDeutschlandspiegef', vom Goethe-Institut herausgegeben).
Ich lasse einige Studenten einzeln einige Zeilen laut lesen. Danach solI jeder je einen Satz zuerst
laut lesen und sinngemaB ins Japanische ubersetzen. Aber die Studenten sollen dann an der
nachsten Stufe das Japanische vergessen. Ich bin der Meinung, daB man den ganzen Inhalt des
Aufsatzes nicht mehr auf japanisch im Kopf hat, sondern nur als eine gedankliche Vorstellung,
nachdem man ihn einmal aufgefaBt hat. Die Studenten sollen diese Vorstellung zusammen mit der
deutschen Sprache aus dem Kopfherausholen, wenn sie den Film sehen und das Deutsche horen. So
erhalten sie jetzt ein Erlebnis, auf deutsch zu denken. Deswegen lasse ich die Studenten den Film
moglichst vielmals sehen und horen.
Zu diesem Zweck gebe ich ihnen Luckentests fur Worter, Wendungen und Siitze. Jedesmal horen
sie dabei dreimal oder mehrmals den Ton des Films. Zum SchluB gebe ich ihnen die letzte Prufung
mit funf deutschen Fragen. Die Studenten sollen diese Fragen auf deutsch beantworten, indem ich
den Film etwa 6 mal laufen lasse. Wenn wir noch Zeit ubrig haben, stelle ich ihnen mundliche
Fragen. Am Ende muBten sie etwa 33 mal diesen Text gehort haben. Bei der letzten Prufung konnen
manche von ihnen den ins Japanische ubersetzten Text auf deutsch reproduzieren. Manche von
ihnen konnen das in der Tat, wie ich es von ihnen erwartet habe.
Der bisherige Unterricht der Fremdsprachen in Japan begnugte sich und endete im allgemeinen
mit der Ubersetzung der betreffenden Sprache ins Japanische. Immer noch verhalt sich die Sache
im allgemeinen so wie bisher. Aber bei der Ubersetzung in die Muttersprache muO es eine sehr
bedeutende Rolle spielen, wie gut man den Inhalt mit der Muttersprache ausdrucken kann. Diese
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Rolle der Muttersprache im Fremdsprachenunterricht ahnelt derjenigen im Muttersprachen-
unterricht. Wenn man verstehen will, was in der Fremdsprache ausgedrUckt ist, konnte man nicht
vermeiden, zuerst in seine Muttersprache zu Ubersetzen. Man sollte sich aber im Unterricht nicht
damit begnUgen. Sonst ist das nichts anderes, als Ubersetzer auszubilden.
Bisher ist darauffast nicht so sehr aufmerksam gemacht worden. DaB die erlernte Fremdsprache
uns nutzt, das bedeutet, die vernommene und die gelesene Fremdsprache, wie sie steht, so gut
verstehen zu konnen wie die Muttersprache, ohne daB man sie Wort fUr Wort in die Muttersprache
Ubersetzt. Nattirlich ware es viel besser, wenn man sich Uberdies in der betreffenden Fremdsprache
mundlich und schriftlich genUgend ausdrucken konnte. Aber bei diesem ProzeB ist es fast notge-
drungen, daB wir die Fremdsprache per Muttersprache verstehen.
Folglichergibt sich ein problematischer Zustand, daB wir wegen des Ubersetzens des betreffen-
den Teils den weiteren nicht horen (konnen). Es ist nicht so, daB der Inhalt sehr schwer ist, aber
letzten Endes verstehen wir nicht, was im Ganzen gesagt wird. Beim Lesen geschieht so etwas nicht,
weil wir wiederholt yom Anfang an langsam lesen konnen. Aber es muB lange dauern, bis wir damit
fertig sind. Beim Sprechen neigen wir unbedingt dazu, daB wir unsere Meinungen auBern, indem
wir das in die Fremdsprache Ubersetzen, was wir im Kopfim voraus aufjapanisch formuliert haben.
Auch dabei mUBte es notwendigerweise lange dauern und es waren keine Ublichen Wendungen oder
Ausdrticke in der betreffenden Fremdsprache.
Hier konnte man sehr klar feststellen, man soll im Unterricht der Fremdsprache die Mutter-
sprache moglichst nicht benutzen. Doch im Unterricht der zweiten Fremdsprachen, in dem man
zum Verstehen notgedrungen die Muttersprache benutzen muB, da die Studenten keine Kenntnisse
dafur haben, muB man wiederholt die betreffende Fremdsprache benutzen, indem wir Hor-
verstandnisUbungen wiederholen, urn die im Unterricht yom Text Ubersetzte Muttersprache
vergessen zu konnen. Mit der direkten Verbindung der aufgefaBten Vorstellung und der betref-
fenden Fremdsprache, aufgrund dieser wiederholten Horverstandnisubungen, konnte man sich die
Ublichen Wendungen aneignen. Urn die Studenten in diese Lage notwendigerweise zu versetzen, soll
man die Studenten gut kontrollieren konnen und den Kurs verkleinern, damit man die Studenten
der Fremdsprache fortwahrend aussetzt und sie besser motivieren kann. Meine Methode im
deutschen Unterricht ist nur ein Versuch dazu.
Man konnte sagen: in der hoheren Klasse, filr die Studenten im zweiten Jahr, erzielt diese
Unterrichtsmethode Schritt fUr Schritt groBen Erfolg, obgleich die Unterrichtsmethode immer noch
freien Raum fUr die Verbesserung hatte. Aber im grammatischen Unterricht fUr Anfanger sollte sie,
wie gesagt, noch viel verbessert werden. Ich mochte sagen, man sollte die grammatischen Einzel-
heiten unter einem anderen, ganz neuen Gesichtspunkt in den Unterricht einfUhren.
